
が,  これに近緑であることに
は間速いないようである。 こ
の種は, 海岸の岩確地帯で満

図 1 リ_, ウキーュ ウダェンマルトゲムシ
C;le io, a,r , i ohbayas/,11 (M. SAT )

干線の付着被,類中に楼息するという特異な生態を ,J
している. その分布は, 関東以南で黒湖の流れに(コ
った地域であるが,  これまでの記録は非常に少ない
分布 : 日本 (本州, 四国, 伊豆三宅島) .

4( 7 ) 上・地には明E京な10点
刻列がある。体長は4
mm 以上。

5(6 )中・ 後計i節の背面に游i永毛がない。 上地の側
緑は弱く錨歯状となる

- - - - - - - Hydrocassis マルガムシ属
6(5 )中・ 後節の背面に游i水毛がある。上 の側緑

I SSN 091 0 - 8785

日本産水棲甲虫類の分類学的覚え書 m *
f/,- 藤 正 -率:

Family Hydraenidae Fami ly Hydrophi l idae
ダルマガムシ科 ガムシ科

この科については, 神谷(1939), 中根(1965), 佐藤 水楼「l l虫としては, 比較的大きな一群であるが, こ
(1959,1963,1978)などの断片的な図説や記,較;がある れまでまとまった報告はない。 この科は4 亜科に分
にすきない。 なお, 属の検素は1;i藤(1985)が示した けられる。佐藤(1985)は陸i要類としてのハバビロガ
が, つぎの l 種の所属が変更となるので, 覚えを書い ムシ亜科の属の検索を作ったが, スペースの関係で
ておきたい。 もぅひとっの大きな水樓群であるマルガムシ亜科に

Neocht hebius g r a n u - ついては公表する機会がなか
sus (M SATu) グロ コ ブ 一 下lこ,示、 し て お き
セスジダルマガムシ

。
たい。

Ochthebius(Cobar ius)granu- - マルガムシ亜科の属の検索
・

. .1osus M. SAT0,1963, Trans. 1(12)小あこひげはやや太め
Shikoku ent. Soc., 7 : 129,

'

藤 で, 触角より短いか同
fig. 1(Is.Miyake-jima). - ・ 翻 : じくらいの長さ, 時に
SAT0, 1964, J. Nagoya '・.

'
'

長いが, その場合には
Jogakuin Coll., (10) : 77. . a 上,越側縁が無歯状。
- 0HBA, l978, Rep. Yo-

易
aa・ 1 2( 3 )触角は8節。成部は6

kosuka City Mus., (24) : a 節が認められる。後転
12, g. 1. ,' a 節は大きく , 先端部は

Neochthebius granu1osus: '  a ll ' e '   '、 腿節からやや離れる。
PERKINS, 1980, Quaest.

' a
. 後座E節は外方へ弱く v一等

Ent., 16 :409. 場 曲する一ーー一 Lao-
PERKINS(1980)は, 新北区 脇議 l cob 一 ジミガムシ属

の Hydraenidae をまとめる j 、
3( 2 )触角は8節または9節

に当って, この種が e o - i - 、. 腹部は5節が認められ
chthebtus に入ること を ,J、唆 ・a a 1,1 、 る。 後転節はあまり大
している。 者は記較に際し

'

観 , . きくなく , 先端部は腿

北ア リ力 の N. υa y e i
.、

l ,,,' 節に密着している。後
(KNlscH,  1924) と比較した 、

'

脛節は彎曲しない。

M. SATo. Taxonomic notes on the aquatic Coleoptera of Japan, III
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はなめらか となる

節の後維はまるまる

第 69 号 (1985 年7 月)

図 2 コマルガムシ

ore川f is ta e川cl‘s (NAKANE)

- - - - - - H:ydrobius スジヒメガムシ属
7( 4 ) 上地は不規則に点刻され, 時に一部が列状と

なることがある。体長は4mm以下。
8(9 )前・ 中胸腹板の中央は縦隆起を形成する。後

腿節は密な徴毛によって われることはない
- - - - - Parachymus チビマルガムシ属

9(8 )前・ 中胸腹板の中央は縦隆起とならない。後
腿節の基部2/3 は密な微毛によって われる

10(11)上地は一様に浅く点刻される。 中胸腹板は後
方が横に強く実出する。腿節は基部が太く,
中央近くから:i 'に先端へ狭くなる一 - - - -

- - - - - - A nacaena ヒメマルガムシ属
11(10)上 の点刻は強く, 不規則ながら一部が列状

となる。 中胸腹板は後方が弱い実起となる。
腿節は序ノ, に先端へ狭くなる一 - - - - - -

o r em'f is コマルガムシ属
l2( 1 ) 小あごひげはやや細く , 触角より長い。
13(16)頭部の両側はほぼ平行。小あごひげの第3 節

は第2 節より長い。上地は点刻列を欠く。
14( l5)体は長精円形で, 両側はやや平行状となる。

触角は9 節。 前胸顧板の中央は縦隆条を有す
る。腹部腹板の第1 節中央には縦隆条がなく
先端節の後縁は 入する
- - - - Agraph:ydrus ッヤヒラタガムシ属

15(14)体は精円形で, 後方へ強く狭まる。 触角は8
節。前・ 中胸酸板は中央に縦隆条を有する。
腹部腹板の第 1 節中央に縦隆条を有し, 先端

- - - - - - Pelthydrus マルチビガムシ属
l6(13)頭部の両側は前方へまるまる。 小あごひげの

第3 節は第2 節と等しいかまたはより短い。
上 は点刻列を有するか単に会合線部小満; の
みを有する。

l7(18)上翅は後方へほどよくまるまり, 中央部で最
も幅広くなる。小あごひげの第2 節は全体ほ
ぼ同じ太さで, 内方へ弱く對曲する。中胸腹
板の中央は薄片状となる

Enochrus ヒラタガムシ属
l8(17) 上趣は後方へやや拡がり, 先端1 /3 で最も幅

広くなる。 小あごひげの第2 節は先端に向っ
て太くなり, 外方へ弱く彎曲する。 中胸腹板
の中央はわずかに実起する

Hle1ochares スジヒラタガムシ属

Crenitis J'aponicu8 hokhaiden818(NAKANE) ,
comb et stat n o v. コマルガムシ北海適亜種

Anacaena hokkaidensis NAKANE, 1966,  Fragm.
Coleopt., (14): 57 (Hokkaido: Nukabira).
この種がCrenitisに属することは, SAT0 (1982)
がすでに報告しており, 他属との関係は上記の検索
によって区別できょう。

C. japomcus (NAKANE) と C. hokkaido;nsis

- 2

(NAKANF) の区別点と して原記破にあげられた特徴
は, 多くの個体を検すると.,It-常に微妙で変異もあり
り, 種としての差と認めることは無理のようである。
本州と北海道という地理的区分と, 後者の個体の点
刻がやや密で小さいことから, 一応1服種として取り
扱っておきたい。
分布 : 日本 (北海通)。

Enochrus (1umetus) esur ien8 (WALKER)
チビヒラタガムシ

Phi lhydrus esuriens WALKER, 185S, Ann. Mag na t.

Hist., (3)2: 209 (Ceylon).
Py1ophilus ntgriceps MoTscHuLsK、', 1859, E tud.

Ent., 8: 46 (Ceylon).
Phi lydrus ornaticeps SHARP, l 884, Trans. en t.

Soc. London, 1884: 454 (Kioto).
日本から記載された E. ornaticeps (SHARP) が,
東南アジアに広く分布する E esuriens (WALKER)
と同じでないかとの疑問を以前から持っていたが,
後者の短い原記校では決め手がなかった。 先頃, 大
英白然史博物館を訪れた際,  タイプ標本を調べた
処,  両種が同じであることの表示がすでにしてあっ
た。 その処置について, すでに llかが報告している
のではないかと思い,  いろいろ調べてみたが, その
文献が見当らない。 どこかで見落しているかも知れ
ないが, 同博物館に所蔵されている標本には, 新種
のタイプやメモが付されている標本が沢山あって,
来公表のものがかなりあるので,  これもその -処理
のひとっかも知れない。

分布 : 口本 (本州, 四国,  九州, 琉球), 台湾, 中
国, 東南アジア,  インド,  スリランカ,  南大平洋域。
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Family Chelonariidae
ダェンマルトゲムシ科

筆者 ( l968) は, 琉球列島のこの類をまとめるに
当って,  ll 本産種の所属を変更したりした。 しかし,
どうも理解違いをしたりしていたらしく , その後北
アメリカの標本を調べたりした結果つぎのように処
l?するのが正しいよ ) である。

ダェンマルトゲムシ科の属の検索
1(2 ) 前胸背の前・ 側緑は角をなして上反する。上

' n側片は基部 1/3  まで幅広く,  それ以降狭く
なる。 雄交尾器の先端実起は短い一 - - - -
- - - Che1onan um ダェンマルトゲムシ属

2(1 )前胸背の前・ 側緑はまるまる。上・地側片は非
常に幅狭い。離交尾器の先端実起は長い一一

Pseudo
che1onar ium シラホシダェマル トケ' ムシ1・] i

Genus Chelonarmm FABRIcIUs  ダェンマルト
ゲムシ属

Che1onarium FABRlcIus,  1801, Syst. Eleuth., 1 :
101. - LAcoRDAIRE, 1854,  Gen.  Col., 2 : 488. -
KIRSCH,  1873, Stett. En t. Z., 34 : 152. - SHARP,
l 902,  Bio l.  Centr. -A mer. Col., 11. 1 : 685.
MEQulGNoN, l934, Ann. Soc. e n t . France, 53
: 202. - MEQUIGNoN, 1934, Bull. Soc. e n t.

France, ( l l ) : 171.
Pseudoche1onarium : M.  SAT0, l968,  J.  Nagoya

Women's Col l., (14) : 125.
Type-species : Che1onar ium at r u ,n FABRlclus,

1801.

Chelo M rium ebb(,ua8hii M. SATo リュウキュウ
ダェンマルトゲムシ

Che1onarium ohbayashii M. SAT0, l 964, Bull.
Jap.  ent. Acad.,1 : 36 (Inaba, Iriomote- jima).

Pseudoche1o;nar iu"1 ohbayashi i : M. SAT0, 1968,
J. Nagoya Women's coff., ( l4) : 127, figs. 30,
32. - SAT0, 1977, Chec k-list Coleopt. Japan,
(10) : l.
分布 :  琉球 (宮古島以南).
Genus  P8eudochelona r ium Pie シラホシダエ
ンマルトゲムシ属

Pseudoche1onar ium Pfc, l 916, Mel. e x o t . - Ent.,
(19) : l. - MEQUIGNoN,  1935, Stylops, 4(3) : 66.

Che1onarium : M. SAT0, 1968, J. Nagoya Women's
Coll., (14) : 125.

Type-species : Pseudochetonarittm h irsutum Pfc,
1916.
P8eudoch don,m 'iu m J'aponicum (NAKANE) ,
comb.  nov. シラホシダェンマルトゲムシ

Che1onarium japontcum NAKANE, 1963,  Fragm.
Coleopt., (11) : 43 (Nukumi Pass, 0ku-M ino).
- S、TO,  1977,  Check-list Coleopt.  Japan, 10 :

1.
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従来本州と北海道から知られていたが, 筆者は対
馬でも採集しているので, 新記録として報告する。
検視漂本 : 1 ex., Uchiyama, Tsushima Is., l8--
19. v i i i960, M. SAT0 leg. ( New to th e fa u na

of Tsushima Island).
分布 : 日本(北海道,  本州,  対馬).
P8eudocl,telonarium l 'akusl,timanum (NAKA-
NE), comb n o v.

ヤクシマダェンマルトゲムシ
Che1otlarit_ i 、1akush imanum NAKANE, l963,

Fragm. Coleopt.,  (11) : 43 (Yaku-sh ima). -
SAT0,  1968.  J. Nagoya Women's Col l., (14) :
125,  fig 31. - SAT0, 1977, Check-list Coleopt.
Japan, (10) : 1.
分布 : 日本 (屋久島), 琉球 (ill美大島).

Family Heteroceridae
ナガドロムシ科

H,eterocerus (s. str ) tone8tratu8 THUNBERG
タテスジナガドロムシ

Heterocertis fenestratus THUNBERc‘, l784, Nov.
Ac ta Upsa1., 4 : 3.

Heterocer us (s. str ) asiat icus NoMURA, 1985,
Toho-Gakuho,  (8) : 58,  pl.  1,  fig. 6 (Tokyo
: Narimasu).

H. laoυigatus PANZER, l794, 'narshami STEPHENS,
1828, Pusi11us WALTL. 1839, pulcheuus KIEsEN-
wETTER, 1843, mul t imaculatus MoTscHULsKY,
1854,  croaticus KIEsE、、、、'ETTER, 1890, corsicus
KIEsE?、、'ETTER, 1890, to'l kinensis GRoUvELLF_,
1896, latus GROuvELLE,  1915.
この種はI日北区に広く分布する種であるが,

CHARPENTIER ( l979) によれば日本から記載された
H asiatic'us NoMURAはH. tonkinensisGRoUvELLE,
H tatus GRouvELLE とともに本種のシノニムとさ
れた。 この属に含まれる種については,  かなりの個
体変異があり,  分布が広いこと,  種間の形質がt屋み
にくい点などから同定には注意が必要である。
分布: 日本 (北海道, 本州, 四国, 九州), 琉球,
旧北区, 東洋区.

Family Psephenidae
ヒラタ ドロムシ科

従来この科に含まれる日本産属としては,  Mat-
aeopsephus, Psephenoides, Eubrianarの3 属が知ら
れていた。いっぽう, 近縁のナ力'ハナノミ科には長
形と丸形の2 型が含まれており, 異質的な組み合せ
のように患える部分があった。 また,  日本産で成虫
が長形のものは幼虫が円商形で, 丸形のものは陣笠
型となることが判ってきた。 さらに, 後者の幼虫が
この科のものに非常に似ていることから, それらの
所属の再検・｢  が望まれていた。  すでに CRowsoN
( l955), BROWN (1972) などは一部の陣笠型幼虫の
成虫がこの科に属する取扱いをしたりしている。 日
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本産の成虫も調べてみる と,  従来 Grammeub「Ia,
Macroeubr ia, Spineubria, Urumaeubr ia, Co-

phaesthetusなど,  ナガハナノミ科として知られて
いた丸形の一群は,  つぎのような特徴でこの科に含
めた方がょぃと考えられる。
体は丸形でやや平たい。 頭橋がよく発達するため
頭部は 状に実出し,  上唇はその下に隠され背面か
ら認められない。 後胸腹板後縁に沿って中央から横
に延びる縫合線を有する。前・ 中・ 後基節間はとも
に幅広く離れる。

Genus Ectopria LECONTE,  1853 チビヒゲナ
ガハナノミ属

Ectopria LECoNTE, 1853, P roc. Acad. Phi l., 6:
351. - LECoNTE,  1861, Classif. Col.  N. Amer.,
I, 62: l80. - LAcoRDAIRE, 1857, Gen. Col., 4:
274. - HORN, 1880, T rans. Amer. en t. SoC.,
8: 95. - LECoNTE and HORN, 1883, Calssif. Col.
N. Amer : 173. - CHAMPION,  1897, Biol. Centl.
一Amer. COI., II I, 1:597. - BLATCHLEY, 1910,  Ill.
Descr. Cat. Co l.  Ind iana : 690.

Eurea LECoNTF_, 1853, P roc. Acad. Ph i l. , 6 :

354. - LAcoRDAIRE,  1857, Gen. Col., 4: 274.
Grammeubr ia KIEsE?WETTER, 1874, Bert. e n t.

Z., 18: 248. - NAKANE, l948, Bul l.  Takarazuka
Ins., (45): l5. - NAKANE, 1956, Shin- K onchu,
9 (3) : 55. Syn.  nov.

Urumaeubria M.SAT0, 1968, J. Nagoya Women's
Coll., ( l4): 140.  Syn.  nov.

Eubria: MELsHEIMER,  1844, Proc. Acad. Phi l・,
2: 222 (nee GERMAR,  l818).

Type-species: Eubria neroosa MELsHEIMER,  l844
日本からはこれまでGra;mmeubriaに属する3 種
と Urumaeubriaに属する1 種の記録があった。そ
れらについては,  さ きにSAT0 ( l983) が2 属2種
に整理した。 しかし,  その後よく調べてみると,  そ
の2 属は同一の属として取り扱った方がよく,  しか
も北アメリカに分布している EctoPria  とも区別で
きないことが判った。

Ectopr ia opaca(KIESENWET「ER), comb nov.
チビヒゲナガハナノミ

Grammeubr ia opaca K IEsENwETTER, 1874, Bert.
e n t. Z., l8: 249 (Nagasaki). - NAKANE,  1948,
Bull.  Takarazuka Ins., (45): l5,  figs 6g, 8e,
9c. - NAKANE, 1956, Shin- Konchti, 9 (3): 54.
- SAT0. 1983. Chec k- list Coleopt.  Japan, (20)
: 4.

Grammeubr ia nitidula KIEsEN、、'ETTER,1874, Bert.
ent.  Z., l8: 294. - NAKANE, l948,Bull. Takara-
zuka Ins., (45) : 15. - NAKANE,  1956, Shin-
Konchu, 9 (3) : 55.

Drupeus testaceipes Pfc, l944, Echange Rev.
Linne., 13: l (Japon). - NAKANE, 1956.  Sh in-
Konchu, 9 (3) : 54.
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上記のシノニム関係については, SAT0 (l983)
がチェックリストの中で公表したが,  それらはさき
にヨーロッパの博物館を訪れた折にタイプ標本を
調べた結果であった。大英自然史博物館ではG・
nitidula KIEsENwETTERの,  ・、 リ自然史博物館では
D testaceipes Pfcのタイプ標本をそれそ'れ調べる
ことができ, 同一種に間違いないことを確かめた。
しかし, 残念なことにG. op,aca K IEsENWETTERの
ダイブ標本を見出すことはできなかった。 そこで記
載によって判断する限り,  これまで沢山見た各地の
標本からも, G. opaca と G nitidulaを明確にl、
別できないことから, 先行 で記載されたG. opaca
を有効名とした次第である.  所属については,  先に
述べたように Ectopr iaに含めるべきと考える。
分布:  日本 (本州,  四国, 州).
Ectopria tachikau,al (M. SATIL'), comb n ov .

イシガキチビマルヒゲナガハナノミ
Urumaeubr ia tach ikaula i M. SAT0, 1968, J.

Nagoya Women's Coll., (l4): l42,  figs. 63,
65 (Mt.  Omoto-dake,  lshigaki-jima). -SAT0,
1983, Check-l ist Coleopt. Japan, (20) : 4.
分布: i 球 (石垣島).

Fami ly Elmidae
ヒメドロムシ科

この科の名称については, ギリシャ語に由来する
Elmis 属を基本とするからには,  文法上の語尾変化
から, STF_FFAN (1958) が Elminthidaeを使用すべ
きとの提案をした。それ以前にも2 ,  3 議論はあっ
たが, それ以降 STE、'sKAL (1975) は Elmidae と ,
M ADGE & POPE (l980) はElmididae とすべきこ
とを論じている。どうも我々 日本人は,  このような
古典語に由来する文法上の取り扱いにはなじみがな
く, 正直のところどれを採用すべきか迷ってしま
う。 とりあえず,  ここでは従来から使いなれてきた
Elmidae としておきたい。
筆者 ( l985) は先にこの科の族とッヤドロムシ族
の属の検索を示したが,  スペースの関係でヒメ ドロ
ムシ族の検索を示すことができなかった。 それを補
う意味で, つぎにその検索を示しておきたい。

ヒメ ドロムシ族の属の検索表
1 ( 8 ) 前脛節前 に房状の細毛がない。
2 ( 3 ) 前胸背前半に明E京な横溝がある一 - - - - -

- - - - - - LePtelmis ョコミソ' ドロムシ属

3(2 ) 前胸背前半に横1\  がない。
4(5 ) 前胸背は単純に膨隆するだけで, 基部側方に

満または隆条がなし
- - - Nomuraelmis ノムラヒメ ト' ロムシ属

5( 4 ) 前胸背は起伏があり, 基部側方に縦港または
縦隆条がある。

6(7 )上地の第2 点刻列は基部 l /5 近くで第1 点刻
列に融合する一 0rdobret'Ia ミゾドロムシ

7(6 )上地の第2 点刻列は第1 点刻列に融合するこ

- 4  -
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となく先端まで達する
- - - - Stenelmis アシナガミ ソ' ドロムシ属

8( 1 )前 節前緑に房状の細毛がある。
9(14)前胸11の基部側方に細Iii条で限られた満がな

い . 大型種で体長3.5 mm以上。
10( l l ) l二?側l l-は基部で柄広く , fti部第2 節近くで

.p 'に狭くなり第4  節近くで消 する一
- - - - Neonohelmis クロサワドロムシ属

11(10) 上地側11一は普通で, 先端に向って序々 に狭く
なる。

12(13)触角の先端節は前節の2 倍近い長さとなる。
上地の第3 ,  4 点刻列は中央部で融合する
- - - KraPhelmisアヤスジミソ' ドロムシ属

13( l2) 触角の先端節は前節よりf ｮかに長い。  上地の
第3 ,  4 点刻列は途中で融合することなく ,i型

- - - - Pseadamop加' s ケスジ ドロムシ属
l4( 9 ) 前胸背は基部側方に縦隆条で限られた満があ

る。小型種で体長3 mm以下。
l5(16) 小あごひげは3 節からなる。 前胸背基部側方

の縦隆条は長く基部から前緑近くに達する一
- - - - Cleptelmis -t,一、' ル 1:: メ ドロムシ1f1

l6( l5)小あごひげは4 部からなる。 前胸背基部側方
の縦降条は短く中央以下に連する。

l7( l8)前胸背後緑中央前のl!11陥を欠く。腹部第1 節
に縦隆条がない。 触角は長し
- - - - - ()ptiosert 'us マルヒメ ド1二rムシ属

l8(17)前胸背後緑中央前に凹陥がある。 腹部第1 節

ハムシ2 種の加害植物
1. ニツコウル リ ハム シ C rysoh'M m oensis

(JACOB、' l885)
1957 年に中條道央一博士が馬場金太郎t,S'士の観察
例に基づいて,  本種の加書植物をョナ Aster
yomena MAKINo とし,  和名をョ ナハムシと改称
して以来, 本種の加害植物についての記録がなく,
最近刊行された保育者の原色日本「P虫図鑑 (「V) で
も木元新作博士は,  やはり加害植物としてョメナ
を挙げている。  しかし,  私の観察によれば,  本種
の加書植物はオトギリソウ Hyper icum e rect u m

THU、?BERGでョメナではないo
6頭, 山形県最上郡真室川町釜渕, 23. vi. 1961,

In沢良彦採集。
林業試験場釜測支場の構内で,  オトギリソウの小
株に群れていたもので, 他のオトギリソウの株には
全く見当らなよった。 同行した故白畑 :太郎氏も本
種の加害植物は常にオトギリソウで,  ヨメナでは見
たことがないと話しておられた。
2. ハッカ ハ ム シ Chrysolina er anthemat ica

(WIEDEMANN, 1821)
本種の加害植物は和名の,]、す通り,  ハツ力 Men-

に中央実起両側から伸びた縦隆条がある。 触

- - - - K rom,e11inus ナガアシ ドロムシ属
Graphelmis shi rahatai (NoMURA)   アヤスジ
ミソ ドロムシ

Stenelmis shirahatai No、luRA, 1958, Entom. Rev.
Japan, 9: 42 (Yamagata Pref. : Jimmachi).

Graphe1,ms shirahatai: DELtvE, l968, Ann. Hist.
- Nat. Mus natn. Hung., 60: 170.
この種は非常に少ないようで, 原記 以後正式な
記録がない。 '準 者はつぎの標本を検する機会を得た
ので記録するとともに簡単な記載を付しておいた。
ここに記録した標本のほとんどは, 河川の上・ 中流
の清流域付近の灯火で得られたものであり, 本来の
機息環境については何も判っていない。
体長: 3.4~3.7 mm, 頭部と前胸背の大部分, 上
越の点刻列とその周辺, 腿節基部は褐色ないし ll、!掲
色, 前胸背の中央滿;は深く, その両側は高まり後縁
近くは特に隆起し, 側方に2 個の円形隆起がある。
上通は111部と第3 間室基方が隆起する。 H支の1「、は大
きく基部が 'j、 る。
検視標本: l ex., Tokatta, Miyagi Prof., 1. viii.
1976, T . WATAsABE; 1 e x . . Ni itsu, Niigata
Pref., 28. vi l.  1966, K. BABA; l ex., ditto, 23.
vi ii. l965, S. SAKuRA1; 12 e x s . , Kaibara,
Hyogo Pref 2~ 17. vii i949, Y. YAMAMoT0.
分布:  口本 (本州).

( f ', ll'屋女」「- 大'、r )

tha aruensis L1?Nt であるが, 当然のことながら,
他のシソ科の植物にも加害する。私はシソ Perilla
frutescens BRI TToN (山形県米沢市),   チ ョ ロ ギ
Stachys siebotd i MIQ. (福島ltl会津若松市),  力キ
ドォシ Glechoma hederacea LINNt (福島県北会津
郡北会rl'付三f大) などを確認している。
なお, 私の検した北海道産の標本の中に強い紫維
色を帯びるものが2 頭もあり, 他のものも多少の紫
1,色を帯びているが, 本州産にはこの様なものはな
い。興味あることと考える。

( 国立科学tl9'物館, 黒沢良彦 )
0ハナムグリの北海道における記録
ハナムグ1) Eucetonia piufera MoTscHULsKγの

分布地として北海道が図鑑等に記されているが, 本
種は北海道においては少ないらしく, 筆者の不勉強
から今日まで確実な記録を見てぃなぃので,  ここに
記録しておきたい。

l , 北海道札幌市照舞, l2. vii i979, 酒井和
i、採集, 筆者保管。
未筆ながら種々 ご教示いただいた石井正明先生,
標本を恵与された酒井和'2  氏に深く感謝したい

(神奈川県海老名市, 和田 業)
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0キンバラオオナカボソタマムシの追加記録
キン ラオオナカポソタマムシ ( ll沢博士新称 )

Coraebus c11rysogaster Y. KUROSAWA, l 953 は, 台

湾埔里および務社産のそれぞれ1 9 に基づき '1、l沢博
士が記載した:)ei證一種で, l f面は銅H色ないし高一能色,
体下は中胸 板, 後胸腹板, 後基節, 服部腹板など
が1‘ll:金色を ,_し, 金色の毛で密にafわれている。 珍
i ff1種で, 記載以来久しく記録がなかったが, 1978年
に, 秋山黄洋氏が本種の追加記録とそれまで来知で
あった について述べている。 者は本種3 2

を入手したので,  これを記録するとともに秋山
氏の述べなかった の特徴について触れたい。

3 2 , 台湾省南投県松1Ml, 11~21, vi l.
l983, f ,11吉 (L1 Chingchi) 採集。
は に較べて, 1)触角は細長で前胸側緑を超え

て・ 后部に達する ; 2 ) 地軸中央後の銀白毛の横帯
は狭い; 3)前胸腹板実起の前方1/3 には中央に明瞭
な側方より見て中高の縦隆条がある (第1 図) ; 4)
後alt節の先端1 /'3 の内側にある縦接は強く細かい無
蘭状になる; などの話点で異つている。 このうち,
2 および3 の特徴は秋山氏の述べなかったものであ
るが,  3 は特に i重要な特徴と思えるので, 雄交尾器
(第2 図) と共に図示しておく。

a

:;' b

図 1 キ ンパラオオナ カポソタマ

ムシ のli nl,jH更板突起: a.
ll X面,  b.  側面

図 2 キンバラオオナカポソタマ
ムシの ' t尾器 l - l

0 . 33 _

参考文献
KUROSAWA,  Y.,1953.  Synonymies and identi fica

t ions of Genus Coraebus from E aste r n Asia,
w i th descriptions of several new forms (Coleo
ptera). Bull. Natn. Sci. Mus., Tokyo,  (33):
9 6 -109.
秋山1fi洋,  1978. Coraebus chrysogaster Y.  Kし,Ro・

SA、、Aの記録.  甲虫一ユース,  (43) : 8.
( 横浜市中区, 服部宇春)
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0神奈川県未記録の甲虫8種の記録
筆者は神案川県未記録と思われる下記の8 種を採
集しているので記録しておきたい。 尚, 一部同定を
お願いした平野幸彦氏に厚くお礼中し上げる。
1. ヤマ トケシー、' グソコ力' ネ Psam "1od i ils jaj)o-

n icus HARoLo
1頭, -.i;ケ崎市東海岸南, 27.  X. 1984. 海辺に

打ち上げられ腐りかけていた上 ｫ布の中より採集した
近くでは千葉県房総半島および東京都大田区から記
録があるようである。
2. ルイスコオニケ シキ ス イ Cryptarcha teu,Isl

RE !T「ER

1 頭, 川崎市麻生区 n川,  17. vi i i976,  クスキ
の樹液に集来していたものを採集した。
3. コ ヨ ツ ポ シケ シキ ス イ Librodor ipsoides

(REITTER)
1 頭,  津久井部石老山,  2 . vii i983。

4. マルチピ コ' ミムシダマシ Caed ius mar inus
M ARSEUL
3 頭, 三浦市三浦海岸,  1. xi.  l984; 23 頭, 茅ヶ
先市東海岸南, 27.  x.  1984 ;  3頭,  平塚市千石河
岸, 27.   x.  1984;  12頭,  中部大磯町,  22. xii.
l984; 14頭, 小田原市御幸ヶ浜, 3. xi.  1984, 海浜
の砂中より得られ, 近くではT葉u.l富津市,  静岡市
で得られているので本県での生息も当然 f,想されて
いたものである。上記の通り1u内各地の海浜より多
数採集出来た。
5. Caedius lhaliatitis NAKANE et MAsuMoTo

25頭,  厚木市金田,  l5. xii.  1984, 河川数の砂地
に生息しているゴミムシダマシであるが小砂利と大
変紛らわしい形態をしているので発見はなかなか因
難である。
6. カ クスナゴ ミムシダマシ Gonocephalum r ec -

t icoue MOTSCHULSKY
7頭, 横須賀市野比,  1. xi. 1984; 1頭,  足柄上
部中川, 17. xi.  1984.  前者は海浜, 後者は河原の
砂中より採集した。
7. タケイキノ コゴ ミムシダマシ Ptatydema ta -

ke ii NAKANE
1 頭, 川崎市多摩区桝形山,  9 .  v. 1982;  1 頭,

同生田,  6. vi ii.  1984,   両方共t7jちたコナラに生
じたキノコより得た。
神奈川県のゴミムシダマシ類は, 「神素川県ii虫
調査報告,要」 (1981) に69 種報告された後, 筆者の
知る限りでは7 種追加され, 今回の4 種を合せて80
種記録されたことになる。
8. シ ュ ロ ソ'ウムシ Dere1omus uenoi MoRIMoTo

5 頭, 川崎市麻生区黒川,  4. v. 1978.  シュロの
花i更に多数群らがっていたものの一部である。 東京
都高尾山などにおける生態が本誌36 号(1976) に報
告されている。

( 神プf 川県川崎市, 沢田和宏)
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福島県会津地方のツヤネクイハムシなど

; 沢

福島県会津齧@松市の南,  国鉄会津線の湯野上駅
(当時は福島県南会津郡江川付湯野上, 現在は下郷
町湯野上となっている) の手前右側に小野川の峡谷
がある。その峡谷を約 l 時間ほど ると, 実然あた

りが開けて,  山の起伏がゆるやかになり,  'M「地が多
くなって, 様子が一変する。 そこから左手にやや登
ると, 一面に沼山の湿原が拡つている。私がここを
,訪れたのは今から36年も以前のことで, 現在では様
子が全く変ってしまっているかも知れないが, 備忘
のためにこの湿地で得たスケ' ハムシ類3 種について
記しておく。
沼山の湿原を 6 月上旬頃に れると,  スケ'などの
葉に沢山のスケ'ハムシ類が点々 と止つている。その
大部分はスケ'ハムシ Plateumaris sericea (LINNE,
1761) であるが, かなりの数のヒラタネクイハムシ
Donacio hiurai KIMoTo,  1983 と少数のッヤネクイ
ハ ム シ Donacia nttidior (NAKANE, 1963) が混つ
ている。私はこれらのスク'ハムシ類に3 種類あるこ
とを確認したうえで,  当時香川大学農学部におられ
た中條道大一博士に標本を送って同定を依頼した。 そ
の結果, 同博 l::よ り ,  こ れ ら のハムシはスケ'ハム
シ Ptateumar is ser icea (LINNE, 1761),  Donacia
impressa PAYKuLL, 1799.  および Plateumaeis sp.
の3 種であるとの御返'itを頂いた。このうち, 第2
の種類は,  当時私の手111にあった.  ヨー ロッ ,、産の
D.  i,npressaの標本とはかなり異つてぃたので, 不
審に思っていたが, 1960年に中條博士と木元新作博
上はこの種類をやはりヨーロッパからシベリアにか
けて分布す る I). obscura GYLLENHAL, 1813 と同
種で i n ress a PAYKuLL とする G. LE、、ls の記録
(1893)は誤であるとした。 しかし, 1961 年に木元
博士は何等理由を挙げることなく, こ の obscura
GYLLENHAL とした種類を,  やはりコー ロッパから
シベリアにかけて分布する D thalassinaGERMAR,
l811 に変更している。私の手許には, ヨー ?::'ツパ産
の obscura はなかったが,  thalassina は数頭の標
本があり, それに較べると,  日本産のものは明らか
に別種であるので,  一体どれが本当であf)うかと困
惑せざるを得なかった。 このことは何度も木元博士
には伝えたが, その後も種名は変更されることな
く , やっと l983 年になって新種と認められて, ヒラ
ター:f クイムシ D hiurai KIMoT0, 1983 の新名が与

えられた。北隆館の原色., ,虫大図館, n (甲虫常),
第 l61 図版第6 図に中根猛彦tl91士が,  アシポソーイ、ク
イハムシ D graci1lpes JAcoBy として図1している
極類は恐らく本極であf) う。第3 の極類は, 1963 年
になって, 京都大 1111産の11 頭の標本によって, 中
根博士が記械した,  ッヤネクイハムシ Ptateumar is
nitid ior NAKANE, l963 に他ならない。本種の体色
には2 型あり, 店金色の型が大部分であるが, 極めて
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良 彦

稀に青能色の型が現れる。沼山の湿地では,  多くの
店金色のものに混って,  ただ1 頭だけ青護色のもの
を得た。 この標本は中條博士にお送りしたから,  現
在は同博士のコレクションの中にあるはずである。
一般にスケ' ハムシ属P'lateumar isの種類は色彩的に
多型の種類が多いが,  ネクイハムシ属 Donacia の
種類にこの様な例があることを私は知らない。  ツヤ
スケハムシ は, 1970年に P.  JOLIVET に よって

Euplateumaris亜属に移され, 1981 年には木元博士
によってさらにスケハムシ属 Donacia に移された
が,  この色彩的 2 型があることや体形からみると,
この扱いに私は疑問を持つてぃる。 小宮義f it 氏によ
ると,  本種の分布は中部以北では詳になっていない
とのことであるので,  以下に記録しておく。

1 2 ,  福島県南会津部下郷町沼山,  6. vi.
1948,  黒沢良彦採集。
この時には他にもかなりの数のッヤネクイハムシ
を採っているが,  いずれも散逸し,  現在手許にある
のは上記3 頭のみである。
なお,  沼山の湿原は1950年6 月17 日にも再び訪
れているが,  この時にはネクイハムシ類の発生はす
でに終りに近く ,  わずかにッヤネクイハムシ1 頭を
得たのみであった。ただし,  代って多数のハッチョ
ウトンポが発生していた。
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0伊豆諸島御蔵島のミヤママルクビゴミムシ
過日, 中村俊彦氏から頂いた同氏採集の御蔵島産
コ ミムシ類の中に,  同島未記録のミヤママルクビコ
ミムシNip1)ono,iebria chalceola (BATES) を見いだ
したので報告しておく。

1 ,  東京都御蔵島川m,  8. vi.  l983.
本種は地域変異に富み,  御蔵島産の上記個体も,
基産地の前根や日光などのものと較べると次の点で
かなり異つてぃる。

複限がやや小さく,  より平たい。前胸l f板の側緑
は後角の前でほとん ど渡曲せず,  後角は鈍角で先端
は側方へ実き出さなぃ。 上 の側系 \は;ll  部後方の張
り出しがやや弱く,  上,地はより卵型に近い。
末尾ながら興味深い標本を恵与くださった中村俊
彦氏に厚くお礼中し上げる。

(千葉県船橋市, 笠原須磨生)
= <連絡・ 報告> =

0 ヵツ トについて 今号より日 'flのカットが変りま
した。 本‘誌の 19aけしたカットは国の内外一ｲ女 f評を
得ておりますが,  これは創刊以来ず-) と本付欣一i
のl建111をわずらわしております。  この機会に1?のご
厚意に深く感,,91いたしたく存じます。 (世It人一同)

昆虫の器具は「志資昆虫」へ
、

口本ではじめてできた有頭i,:.11_針! !
1, 2, 3, 4, 5 号 (各号100本180円)
なお, 有頭針00,0号もできました。その他, 採集,
標本整理用各種器具も取描えてあります。
〒 l50 東京都渋谷区渋谷1 丁目 7 - 6
電 話 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 束京 21129
志賀昆虫普及社

第 69 号 (1985 年7 月)

0採集会報告 1976 年に宮城In蔵王山で第1 回採
集会をおこなって以来9 年ぶりに, 第2 L':'1採集会を
山製県大普i事程の鈴蘭流を根拠地として6 月22~231 I
におこないました。梅雨前線の活発化にともない,
各地に大雨注意報の出るさなかでしたが奇跡的とも
いえる好天に意まれ, 参加者は28 名 ( 日 ｨ､ - り参
者1 名), 各自少なからぬ収藤と愁、談を楽しみ, 盛
会要に無 ll終黶v 'いたしました。ご多忙中,  また違路
もいとわず参集された会ii 語氏, ならびにおt 囗bに
なった鈴l期11の各t、iに謝意を表します。〔世語人〕

参加者氏名 ( A B C順, 数称略)
阿部光典, 福島生 , ,l,-田 治, 眼部' i :春, 伊藤
徳造, 和泉_t'又J::, '?原 il f生, 小宮義f章, 'i',沢良彦,
增tut'i男, 松本11'1- , 新里達也, 西川正明, 岡島秀
治,  岡島Ill利.f ,  岡島資太郎,  岡島礼次郎,  酒并
Ill, Ia:并厚子, 佐藤正.?:, 沢In和'JL-, 尾俊?i, 鈴
木 Iii, 田尾美野fit,  上野俊一, 渡辺l??明, flit'明
彦, , '-原一美。

甲虫談話会

会f'i (ーケ年) 2000円, 次号は9 J]下句発行予定
投稿 切は8 JI 31 Fl

発行人 .「n沢良彦
発行所 甲11 表語会 東京都fl'東区上野公l]l1

l IEl 立科・、f ｢.lf  物館動物研究部内
電,11 (364) 2311, 振替束京 0-60664
印刷所 創11:印刷工業株式会社
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タツミの昆虫採集器具
ドイツ型標本前 木製大 ￥ 5,000, 相合板製
インロー型標本i、i中￥1,700, 送料一和こつき都、
内及第一地 l : 3 個以下￥1,300,  4 個以上￥850 .
(以下同様), 第2地帶￥1,500,  !i950, 第3地帶
￥1,700, ￥1,050, ll、他, 各 器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御.青求下さい。 (￥60)

タ   ツ ミ   製  作 所
〒 l l3 東京都文京区1場島 2-212-25

電 話 (03)811 - 4547, 振替 6 - 113479


